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環礁州島が直面する課題

• グローバル

– 気候変動

• 海面上昇

• ローカル

– 海岸浸食

– 水資源

– 人口密集

– 人為的影響

• ゴミ

• 水質汚染



マジュロ環礁における大型底生有孔虫の年間
堆積物生産量 (最大値：x 10-5 m3/yr/100 m2) 
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目的

• マジュロ環礁において人口が密集した州島付
近における有孔虫の棲息密度の減少とその
原因を究明することを試みた。

– 原因：底質・水質（栄養塩）に注目

人口の少ない州島付近の
外洋側礁原

人口の多い州島付近の
外洋側礁原
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底質の種類と分布の変化
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有孔虫の棲息密度と州島の人口との相関

Total R2=0.9657

Calcarina R2=0.9662

Amphistegina R2=0.9678

Sorites R2=0.4081



底質（海藻類）の組成と有孔虫の微小分布
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人口密集域の州島付近での
有孔虫減少の原因調査

試料採取地点
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地下水の栄養塩濃度 (NO3
-) 
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地下水と海藻のδ15N値
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地下水は礁湖側へ流出
外洋側礁原への直接の影響は小さい



礁原の海水の栄養塩濃度
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まとめ

マジュロ環礁北東部の外洋側礁原において、有孔虫の棲息

密度は付近の州島における人口とは負の相関が認められ

る。

都市部の州島では、人口の増加や人間活動によって地下水

の栄養塩濃度が高い。

この地下水は礁湖側の沿岸海水へ流出しており、外洋側礁

原への直接的な影響は小さい。

人口密集域における栄養塩の負荷が有孔虫へなんらかの影

響を与えることで、棲息密度が減少している可能性が高い。


	スライド番号 1
	環礁州島が直面する課題
	マジュロ環礁における大型底生有孔虫の年間堆積物生産量 (最大値：x 10-5 m3/yr/100 m2) 
	目的
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	有孔虫棲息密度の側方変化
	有孔虫の棲息密度と州島の人口との相関
	底質（海藻類）の組成と有孔虫の微小分布
	スライド番号 10
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	礁原の海水の栄養塩濃度
	人口が密集した州島付近における�有孔虫減少の考えられる原因
	まとめ

